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諮問庁：防衛大臣 

諮問日：令和５年１０月１２日（令和５年（行情）諮問第９１４号） 

答申日：令和６年１１月２２日（令和６年度（行情）答申第６１７号） 

事件名：「南西地域における島嶼作戦の参考（第２版）平成２６年１０月」の

一部開示決定に関する件 

 

 

答 申 書 

 

第１ 審査会の結論 

別紙の２に掲げる文書（以下「本件対象文書」という。）につき，その

一部を不開示とした決定は，妥当である。 

第２ 審査請求人の主張の要旨 

１ 審査請求の趣旨 

行政機関の保有する情報の公開に関する法律（以下「法」という。）３

条の規定に基づく開示請求に対し，令和５年７月６日付け防官文第１４８

８０号により防衛大臣（以下「処分庁」又は「諮問庁」という。）が行っ

た一部開示決定（以下「原処分」という。）について，その取消しを求め

る。 

２ 審査請求の理由 

   審査請求人の主張する審査請求の理由は，審査請求書の記載によると，

おおむね以下のとおりである。 

   本件対象文書は，防衛省陸上幕僚監部が作成した教育用資料『南西地域

における島嶼作戦の参考（第２版）』のうち，「大東亜戦争時の南西諸島

防衛関係資料」というタイトルの項目を抜粋したものである。 

   防衛省は，ページ番号を除く全ての情報が，「防衛省・自衛隊の防衛構

想及び運用に関する情報であり，これを公にすることにより，防衛省・自

衛隊の防衛体制，防衛力の現状，関心事項等が推察されるとともに，敵対

する勢力等からの妨害や対抗措置を容易にさせるなど，防衛省・自衛隊の

任務の効果的な遂行に支障を及ぼし，ひいては我が国の安全を害するおそ

れがある」として，法第５条第３号に基づき不開示とした。 

   しかし，本件対象文書に記されているのは，「防衛省・自衛隊の防衛構

想及び運用に関する情報」ではなく，大東亜戦争（アジア太平洋戦争）時

の日本軍に関する情報であり，これを公にしたとしても，現在の防衛省・

自衛隊の任務の効果的な遂行に支障を及ぼしたり，我が国の安全を害する

おそれがあるとは到底考えられない。 

   よって，不開示決定処分を取り消して開示することを求める。 

第３ 諮問庁の説明の要旨 
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 １ 経緯 

   本件開示請求は，別紙の１に掲げる文書の開示を求めるものであり，こ

れに該当する行政文書として，別紙の３に掲げる文書（以下「特定文書」

という。）を特定した。 

本件開示請求については，法１１条に規定する開示決定等の期限の特例

を適用し，まず，令和５年３月６日付け防官文第４３７４号により，特定

文書の２２１ページのみについて，法５条３号に該当する部分を不開示と

する一部開示決定処分を行った後，同年７月６日付け同第１４８８０号に

より，本件対象文書について，法５条３号に該当する部分を不開示とする

一部開示決定処分（原処分）を行った。 

   本件審査請求は，原処分に対して提起されたものである。 

 ２ 法５条該当性について 

   本件対象文書の文書中，２２２ページないし２３５ページのそれぞれペ

ージ番号を除く全てについては，防衛省・自衛隊の防衛構想及び運用に関

する情報であり，これを公にすることにより，防衛省・自衛隊の防衛体制，

防衛力の現状，関心事項等が推察されるとともに，敵対する勢力等からの

妨害や対抗措置を容易にさせるなど，防衛省・自衛隊の任務の効果的な遂

行に支障を及ぼし，ひいては我が国の安全を害するおそれがあることから，

法５条３号に該当するため不開示とした。 

３ 審査請求人の主張について 

  審査請求人は，上記第２の２のとおり，原処分の取消しを求めるが，原

処分においては，本件対象文書の法５条該当性を十分に検討した結果，上

記２のとおり，本件対象文書の一部が同条３号に該当することから当該部

分を不開示としたものである。 

  よって，審査請求人の主張には理由がなく，原処分を維持することが妥

当である。 

第４ 調査審議の経過 

当審査会は，本件諮問事件について，以下のとおり，調査審議を行った。 

   ① 令和５年１０月１２日  諮問の受理 

   ② 同日          諮問庁から理由説明書を収受 

③ 同月２７日       審議 

   ④ 令和６年１０月２５日  本件対象文書の見分及び審議 

   ⑤ 同年１１月１５日    審議 

第５ 審査会の判断の理由 

１ 本件対象文書について 

本件対象文書は，上記第１のとおり（別紙の２）であり，処分庁は，そ

の一部を法５条３号に該当するとして不開示とする原処分を行った。 

これに対し，審査請求人は，不開示部分の開示を求めており，諮問庁は，
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原処分を妥当としていることから，以下，本件対象文書の見分結果を踏ま

え，不開示部分の不開示情報該当性について検討する。 

２ 不開示部分の不開示情報該当性について 

本件対象文書の不開示部分には，先の大戦における南西諸島防衛に関す

る集約された情報が記載されていると認められる。 

当審査会において，本件対象文書を見分したところによれば，その内容

は，現在の南西諸島防衛においても参考となる内容であると認められると

ともに，先の大戦に係る情報のうち，どのような情報に陸上自衛隊が関心

を持っているかを推知させるものであると認められる。 

そうすると，当該不開示部分は，防衛省・自衛隊の防衛構想及び運用に

関する情報であり，これを公にすることにより，防衛省・自衛隊の防衛体

制，防衛力の現状，関心事項等が推察されるとともに，敵対する勢力等か

らの妨害や対抗措置を容易にさせるなど，防衛省・自衛隊の任務の効果的

な遂行に支障を及ぼし，ひいては国の安全が害されるおそれ等があると行

政機関の長が認めることにつき相当の理由があると認められるので，法５

条３号に該当し，不開示としたことは妥当である。 

３ 本件一部開示決定の妥当性について 

以上のことから，本件対象文書につき，その一部を法５条３号に該当す

るとして不開示とした決定については，不開示とされた部分は，同号に該

当すると認められるので，妥当であると判断した。 

（第４部会） 

委員 白井幸夫，委員 田村達久，委員 野田 崇 
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別紙 

 

１ 本件請求文書 

  陸上幕僚監部が作成した『南西地域における島嶼作戦の参考』に収録され

ている「大東亜戦争時の南西諸島防衛関係資料」 

 

２ 本件対象文書 

  南西地域における島嶼作戦の参考（第２版）平成２６年１０月 陸上幕僚

監部 教育訓練部（２２２ページないし２３５ページ） 

 

３ 特定文書 
  南西地域における島嶼作戦の参考（第２版）平成２６年１０月 陸上幕僚

監部 教育訓練部（２２１ページないし２３５ページ） 
 


